
【参考資料】平成２６年度主要事業
（１　安全・安心分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　　　・給水タンク積載車・・・7,495千円 ・ 折りたたみ式給水器具・・・1,793千円

（給水槽及び給水栓3セット）

【給水タンク積載車（1,670ℓ）】   【灯光器・発電機・給水栓他】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（Ｈ26年度屯所建替え）

　　・大信地区　西樋（集会所合築）

　　・町屋屯所解体（移転補償）

（Ｈ25年度繰越事業）

　　白河地区

　　・小田ノ里消防屯所

　　・入方消防屯所

　　・大和田消防屯所

　　・石阿弥陀消防屯所

　　【大信方面隊 西樋消防屯所】

１　安全・安心分野

9,288 一般 0

　東日本大震災の教訓から、断水時の給水活動を強化するため、給水タンク積載車1台を増車し、折りたた
み式応急給水器具を表郷・大信・東庁舎に各１基配備

【給水槽（1,000ℓ）】

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 災害対策機材等整備事業
決算額 9,288 千円
所管課 生活環境課

2,624 一般 4,444

　災害時のみならず、平常時から地域に密着した活動を展開している消防団の拠点である消防屯所を
整備した。

財源内訳 国県 市債 50,100 その他

事 業 名 消防屯所等整備事業
決算額 57,168 千円
所管課 生活環境課

１．防災・減災対策の充実 

２．消防・救急体制の強化 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（１　安全・安心分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（ポンプ車…１台　CD-1A型）

　　・七番町

（小型動力ポンプ…6台　Ｂ3級）

　　・大倉矢見、上ﾉ原、社田、下羽原、桜岡、犬神

　　※大倉矢見は、コミュニティ助成事業による配備

（積載車…2台）

　　・大和田、泉田

（軽積載車…5台）

　　・社田、下羽原、犬神、千田、大竹 　　　　【白河方面隊（七番町）　 ポンプ車 】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・パレード開催日　　　　平成26年5月27日（火）

・パレードコース 　　　　白三小～中町（いわぶち薬局前交差点）

・参加人数　　 　　　 　 約1,300人

・啓発グッズ配布　　　　300個（チラシ、反射シール、ティッシュ等）

4,028

　災害時のみならず、平常時から地域に密着した活動を展開している消防団が活用する消防備品につい
て、順次更新した。

所管課 生活環境課
財源内訳 国県 市債 48,400 その他 1,000 一般

事 業 名 消防車両等整備事業
決算額 53,428 千円

一般 2,507

　交通安全鼓笛パレード（市内の小学校15校）、交通安全ポスター・標語コンクールの実施や各季運動に
おける啓発グッズの配布等による啓発活動を広く展開し交通安全を呼びかけた。

　【 交通安全鼓笛パレード　誓いの言葉宣誓 】

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 交通安全啓発事業
決算額 2,507 千円
所管課 生活環境課

３．交通安全対策の充実 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（１　安全・安心分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・消費者相談員賃金

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

事 業 名 民間宅地除染対策事業
決算額 7,747,129 千円
所管課 放射線対策課

財源内訳 国県 3,083,577 市債 その他

事 業 名 仮置き場設置事業

事 業 名 消費者行政事業

決算額 3,083,577 千円
所管課 放射線対策課

一般 0

　個人住宅除染については、本市の除染実施計画の優先順位に基づき比較的放射線量の高い大信地域から着
手し、平成26年度の上半期においては、みさか、緑ヶ丘、白坂の一部の2,376世帯の除染が完了し、下半期におい
ては、新白河高山、第一区、和尚壇、金勝寺、中山、真舟地区の1,520世帯の除染を発注し、これまで4,835世帯の
除染が完了した。
　事業所除染においても大信地域の事業所から着手し、平成26年度において17事業所の除染が完了した。

財源内訳 国県 7,747,129 市債 その他

・啓発用品 330千円

・研修会費 316千円

1,421千円

・その他 21千円

・講演会 1,656千円

財源内訳 国県 3,723 市債 その他

一般 0

　個人住宅除染等で発生した除去土壌等を効率よく仮置場へ搬出するため、新たに白河地域仮置場第2工区東側に
搬入路を整備した。
　また、小中学校や保育園、幼稚園に現地保管していた除去土壌等についても、夏休み期間を利用し白河及び大信
地域仮置場への搬出を行うとともに、東地域においても、12月に仮置場の設置が完了したことにより、教育施設で現地
保管していた除去土壌等を冬休み期間に全て搬出し安全に管理保管している。

決算額 3,744 千円
所管課 生活環境課

【 講演会ポスター 】

6 一般 15

・悪徳商法の被害にあわないよう、消費者教育講演
会を開催し、市民に注意喚起した。

・冊子やチラシ等を配布し、市民に注意喚起した。

・消費生活相談員を配置し、市民からの消費者トラ
ブル解決に努めた。

４．防犯・消費生活対策の充実 

5．原子力災害対策の推進 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・対象者 中学生以下の子ども

・測定期間 1回目：平成26年7月1日～9月30日の3か月間

2回目：平成26年10月1日～12月31日の3か月間 計6か月間の測定

・測定結果 1回目：0.07ミリシーベルト/3か月 年間　0.28ミリシーベルト

（平均値） 2回目：0.09ミリシーベルト/3か月 年間　0.36ミリシーベルト

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○予防接種状況

２　健康・福祉・医療分野

事 業 名 災害関連健康管理事業

　4月から水痘、おたふくかぜ及び高齢者の肺炎球菌ワクチン接種の費用を助成したほか、引き続き先天性風しん
症候群を防ぐため、妊娠を希望する女性又は夫に対するワクチンの接種費用や抗体検査の費用を助成し、感染症
の予防を図った。

994人 37.5%

四種混合 4,215人 2,071人 49.1% おたふくかぜ 3,404人 971人 28.5%

決算額 45,225 千円
所管課 健康増進課

・貸し出し件数　　30件　

一般 0

　15歳以下の子どもに対し、ガラスバッジ（個人積算線量計）を配付し、妊婦及び市民に電子式個人線量計を貸し出
し、生活実態に即した線量を把握してもらうことで、健康不安の解消に努めた。また、放射線相談会を実施し、市民
の放射線に対する疑問や不安の解消に努めた。

○ガラスバッジによる外部被ばく量の測定

○電子式個人線量計貸し出し

財源内訳 国県 45,225 市債 その他

健康増進課
財源内訳 国県 323 市債 その他 一般 163,766

事 業 名 予防接種事業
決算額 164,089 千円
所管課

接種者数 接種率

ＢＣＧ 869人 547人 62.9% ヒブ 3,140人 2,173人 69.2%

予防接種名 対象者数 接種者数 接種率 予防接種名 対象者数

麻疹・風疹混合２期 753人 474人 62.9% 水痘 2,651人

2,158人 68.7%

麻疹・風疹混合１期 556人 525人 94.4% 高齢者肺炎球菌 2,465人 1,086人 44.1%

日本脳炎 6,215人 1,902人 30.6% 小児用肺炎球菌 3,140人

31人

※子宮頸がん予防ワクチンの接種率が低いのは、平成25年6月から積極的勧奨を控えたことによる。

二種混合 982人 476人 48.5% 妊娠希望等への抗体検査

4人 0.1%

インフルエンザ 16,601人 9,360人 56.4% 妊娠希望等への風疹 55人

二種混合 982人 476人 48.5% 子宮頸がん 5,238人

１．健康づくり・健康管理の推進 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○休日当番医受診状況（年間70日） （単位：人）

○1日平均利用者数

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○診療日：月曜日～金曜日（祝・祭日、年末年始を除く。）

○診療時間：19：30～21：30

○診療場所：白河厚生総合病院小児科外来

○診療体制：医師1人（医師会）及び看護師1人

○対象年齢：15歳以下

○実績（平成26年8月1日～27年3月31日） （単位：人）

日数 患者数

【白河厚生総合病院】

事 業 名 在宅当番医制事業
決算額 2,471 千円
所管課 健康増進課

その他 合計

2,471

小児科 1,919 699 236 194 368 730 4,146

一般

　白河医師会の協力により、休日に安心して救急患者が診療を受けられるような医療体制を確保した。
　軽症者の対応を休日当番医が担当することで、重症患者を受入れる二次救急医療にかかる負担軽減に繋がっ
た。

区　分 白河市 西郷村 泉崎村 中島村 矢吹町

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 小児平日夜間救急医療事業
決算額 964 千円
所管課 健康増進課

小児科　 59.2人 7医療機関

内科　 24.3人 32医療機関

224 1,702

合　計 2,801 952 335 276 530 954 5,848

内　科 882 253 99 82 162

75

Ｈ26．9月 20 53 2.7 1 52

Ｈ26．8月 21 77 3.7 1 1

一般 964

　夜間、突然こどもの体の具合が悪くなったときのために、安心して受診できる体制を整備するため、平成25年度に
休止していた「小児平日夜間救急医療事業」を再開した。西白河地方の市町村が白河厚生総合病院に対し、運営
費の一部を負担している。1日あたり3.3人が受診した。

平均 重症 中症 軽症

財源内訳 国県 市債 その他

92

Ｈ27.1月 19 68 3.6 68

Ｈ26．12月 20 93 4.7 1

72

Ｈ26．11月 18 63 3.5 3 60

Ｈ26．10月 22 73 3.3 1

526合計 161 537 3.3 3 8

49

Ｈ27.3月 22 59 2.7 1 58

Ｈ27.2月 19 51 2.7 2

２．医療体制の充実 
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【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

＜歳出内訳＞ (単位：千円） ＜扶助費・繰出金内訳＞(単位：千円）

＜補助率＞

県補助金1/2

単独市費

県補助金10/10

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：人）

※登録者数は平成27年3月1日現在

事 業 名 放課後児童健全育成（放課後児童クラブ）事業

財源内訳 国県 48,862 市債 その他

五 箇 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 40 20

お お ぬ ま 児 童 ク ラ ブ 40

一般 22,146

　市内全15小学校区に、16放課後児童クラブを開設し、原則小学校1年生から3年生までの留守家庭児童を対
象に遊びと生活の場を提供した。

ク　　ラ　　ブ　　名 定員 登録者数

こ た が わ 児 童 ク ラ ブ 40 13

70
白 河 第 三 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 45 87

第 一 児 童 館 ( チ ャ イ ル ド 児 童 ク ラ ブ ) 60 69
第 二 児 童 館 ( な か よ し 児 童 ク ラ ブ ) 60 89

小 学 1 年 か ら 3 年 ま で

か ま こ 児 童 ク ラ ブ 50 37

小 野 田 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 30 19

信 夫 第 二 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 30 7

大 屋 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 20 11

57
関 辺 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 40 29

に こ に こ 児 童 ク ラ ブ 30 13
し ら さ か 児 童 ク ラ ブ 40 15

み さ か 小 学 校 児 童 ク ラ ブ

区分 件数（延） 助成金額

37,728

需用費 483 乳幼児 65,016 129,940

役務費 4,190 小学生 45,684 104,638

乳 幼 児

扶助費 241,668 中学生 16,164 37,614
繰出金 68,252 高校生 14,434

事 業 名 こども医療費助成事業
決算額 314,593 千円
所管課

合計 314,593 合計 141,298 309,920

こども課
財源内訳 国県 147,539 市債 その他 一般 167,054

　出生から18歳に達する日以後の最初の3月31日までの入院及び外来時の医療費（保険診療分一部負担金）の助
成を行った。

事業内容 事業費

小 学 4 年 か ら 高 校 生

合　　　計 655 625

表 郷 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 40 56
信 夫 第 一 小 学 校 児 童 ク ラ ブ 30 33

決算額 71,008 千円
所管課 こども課

60

３．子育て支援の推進 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

20 （うち、平成26年度開所：　5箇所）

合　計 369 16,965

事 業 名 要介護高齢者介護激励金給付事業
決算額 16,965 千円
所管課 高齢福祉課

財源内訳 国県 市債 その他 16,965 一般 0

　要介護3・4・5の認定を受けた65歳以上の高齢者を在宅で介護している方に対し介護激励金を給付し、介護者
の労をねぎらい経済的負担の軽減を図った。

要介護度 １人あたり給付額（千円） 給付者数（人） 給付総額（千円）

要介護3 40 181 7,240

要介護4 50 123 6,150

要介護5 55 65 3,575

高齢福祉課

その他 一般 2,095

事 業 名 高齢者サロンあったかセンター事業
決算額 2,095 千円
所管課

【高齢者サロンあったかセンター】

高齢者サポーター養成講座 4 109 14

高齢者サポーター研修会 1 84 5

合　　計 2,095

高齢者サロン 220 4,849

財源内訳 国県 市債

2,076

事業内容
実施回数

(回)
延参加者数

(人)
事業費
（千円）

　高齢者が歩いて行ける範囲を目安に、高齢者が気軽に集まり地域
の住民と触れ合うことができる高齢者サロン「あったかセンター」の設
置を推進するとともに、その運営費を助成した。　また、高齢者サロン
を運営する地域ボランティア「高齢者サポーター」を養成するための
講座を開催した。

高齢者サロン数： 箇所

４．高齢者福祉の推進 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

(単位：千円)

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

件

件

件

件

件

事業費
財源内訳

国 県 その他 一般財源

所管課 社会福祉課
財源内訳 国県 584,250

就 労 移 行 支 援

市債 その他 一般

194,751

療 養 介 護 72 18,203

生 活 介 護 1,860 305,964

事 業 名 障がい福祉サービス支給事業
決算額 784,577 千円

200,327

　障害者総合支援法に基づき、障がいの種別（身体障がい、知的障がい、精神障がい）にかかわらず障がい者の自
立支援を目的とした福祉サービス等を一元的に提供した。
（国1/2　県1/4負担）

事　　業　　内　　容 延べ件数

149
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
費
等

宿 泊 型 自 立 訓 練 35 4,086

389,500 194,750

22,328

就 労 継 続 支 援 （ A 型 、 Ｂ 型 ） 1,630 213,338

行 動 援 護 54 3,002

施 設 入 所 支 援 945 98,735

共 同 生 活 援 助 500 54,503

共 同 生 活 介 護 14 2,256

短 期 入 所 161 8,829

居 宅 介 護 753 28,244

計 画 相 談 支 援 687 10,904

事　　務　　費 5,576

重 度 訪 問 介 護 30 760

療 養 介 護 医 療 費 72 5,760

自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 12 1,516

同 行 援 護 14 573

374

25,873
放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 580 37,055

県 その他 一般財源
障
害
児
通

所
給
付

児 童 発 達 支 援 755 61,373

51,745 25,872
保 育 所 等 訪 問 支 援 16 142

障 害 児 相 談 支 援 315 4,920

5,576

合　　　　　計 6,988 784,577 389,500 194,750 200,327

103,864 千円
所管課 社会福祉課

事　　務　　費

財源内訳

国

財源内訳 国県 77,617 市債 その他

事 業 名 障がい児福祉サービス支給事業
決算額

(単位：千円）

事　　業　　内　　容 延べ件数 事業費

374

一般 26,247

　児童福祉法に基づき、身体に障害のある児童、知的障害のある児童、精神に障害のある児童、又は治療方法が
確立していない疾病その他の特殊の疾病等により、日常生活に支援が必要な児童に、福祉サービスを提供した。
（国1/2、県1/4負担）

26,247合　　　　　　計 1,666 103,864 51,745 25,872

５．障がい者福祉の推進 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（２　健康・福祉・医療分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

生活保護世帯に健康で文化的な最低限度の生活を保障し、自立を助長するための適正な援護を実施した。

被保護世帯人員 (平成26年度末現在) 294世帯 351人

申請件数 45 世帯

（世帯） （人） （千円） 開始件数 45 世帯

廃止件数 33 世帯

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]
離職により求職活動中で、住居を喪失又はおそれのある方へ住宅費を支給した。

事 業 名 住宅支援給付事業
決算額 1,773 千円
所管課 社会福祉課

7 一般 17財源内訳 国県 1,749 市債 その他

2,518 一般 106,715

区　　　分
世帯数（延） 人員(延)　 金　　額

財源内訳 国県 538,426 市債

事 業 名 生活保護扶助事業
決算額 647,659 千円
所管課 社会福祉課

教　　　育 60 100 1,027 過年度返還金

医　　　療 3,088 3,462 318,706 42,313千円

生　　　活 3,049 3,546 173,296

住　　　宅 2,432 2,850 53,076

その他

40,713

合　　　計 9,679 11,030 605,346

葬　　　祭 4 4 621

介　　　護 812 834 17,614

施　　　設 205 205

出　　　産

生　　　業 29 29 293

６．地域福祉の充実 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（３　産業・雇用分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（補助率）

対象：昼間の営業を主とする「小売業」「飲食業」「サービス業」

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

年間利用者 人

（前年度利用者） 人

（内訳）

・交流広場 人

・レンタルルーム 人

・1階ギャラリー 人

・3階ギャラリー 人

・学習コーナー 人

・談話室 人

【中心市街地市民交流センター（マイタウン白河）】

財源内訳 国県 市債 その他 一般 43,081

2/12 年間300万円（月額25万円）

1年目 2年目 3年目 4・5年目

３　産業・雇用分野

事 業 名 中心市街地市民交流センター（マイタウン白河）管理運営事業
決算額 43,081 千円
所管課 まちづくり推進課

一般 8/12 6/12 4/12 － 年間240万円（月額20万円）

限　度　額

1,215

一般 3,412

　中心市街地に賑わいを創出し、集客による活性化を図るため、中心市街地内の空き店舗を賃借し、出店す
る事業者に対し賃借料の補助を行った。

財源内訳 国県 3,341 市債 その他

　㈱楽市白河が指定管理者となり、市民交流拠点及び憩いの場として賑わいを創出し中心市街地の活性化を図
り、市民や利用者の意見を管理運営に反映させ、適正かつ効率的な運営を行った。

73,046

66,020

12,736

24,991

22,826

7,347

3,931

新規 10/12 7/12 4/12

事 業 名 中心市街地空き店舗対策事業
決算額 6,753 千円
所管課 まちづくり推進課

１．商業の振興 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（３　産業・雇用分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（産業支援センターの主な業務実績）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○企業立地奨励金交付実績 （単位：千円）

○交付要件

　　・工場等投下固定資本総額5,000万円以上

　　・工場等用地取得(借地）面積1,000㎡以上

　　・建築延床面積200㎡以上

　　・工場等用地取得(借地）後3年以内に工場等家屋の建設に着手すること

企業訪問・相談
　県南地域企業を訪問し、企業情報を収集するとともに、関係機関との
ネットワーク構築を行った。（合計件数1,243件　うち来所：延べ186件、う
ち訪問：延べ955件）

企業情報発信・受注拡大支援事業

　県南地域企業における企業間交流、受注拡大、情報交換などを促進
するため、企業展示交流会企業を開催したほか、取引のあっせんなどを
行った。（①企業展示交流会来場者709人　②取引あっせん件数19件
中、取引成立件数8件）

起業家支援事業
　産業支援センター内の起業支援室2室の利用者について起業家の支
援をするとともに、女性の起業家向けのセミナーを開催した。（セミナー
参加者延べ21人）

一般 21,037

　地域企業に対する経営相談、企業間交流・取引
あっせん、人材の育成及び産学官・農商工連携な
どの産業振興業務のほか、白河市において新たな
事業を営もうとする者向けの起業支援室の貸出など
の起業家支援業務等を行うことにより、地域産業の
活性化を図ることを目的として設立された産業支援
センターの運営について、一般社団法人産業サ
ポート白河を指定管理者に指定し、委託契約に基
づいて産業振興事業を実施した。

【企業展示交流会の様子】

事業名 事業成果

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 産業支援センター運営事業
決算額 21,037 千円
所管課 商工課

環 境 整 備 奨 励 金 3 7,877

区　分 件　数　(件） 交　付　金　額　

立 地 奨 励 金 12 48,999

企業立地課
財源内訳 国県 市債 その他

合　計 21（実企業数：15社） 64,079

雇 用 奨 励 金 4 4,700

工 業 用 水 道 奨 励 金 2 2,503

一般 64,079

事 業 名 企業立地奨励金事業
決算額 64,079 千円
所管課

２．工業の振興 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（３　産業・雇用分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（主な活動内容） （単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　下刈り、枝打ち、間伐等の森林施業と作業道を面的に整備することにより森林の再生を図った。

※平成26年度発注分、平成25年度からの繰越分を含む。

【間伐実施】 【作業道新設】

0

事業種目 内　容

放射性物質対策
全体計画作成、同意取り付け、年度別計画作成、
枝葉等処理、表土流出防止

森林整備等 間伐等、作業道新設･改良

実績額 活動内容

農商工連携促進
事業

2,619

農産物の高付加価値化を促進するため、農業者等が行う新商品の開
発及び販路開拓事業に対し補助を行った。

風評被害払拭事
業

4,847

農産物の安全性をPRし、風評被害を払拭するとともに、白河市産の高
品質な農産物の認知度向上のために、若手農業者の取組や市長のトッ
プセールスの模様をテレビ番組にて全国放映した。

財源内訳 国県 4,847 市債 その他 2,110 一般 1,506

事 業 名 農商工連携推進事業
決算額 8,463 千円
所管課 農政課

白河市農産物ブ
ランド戦略事業

255

本市農産物及び加工品のブランド化を図るため、白河市農産物ブラン
ド戦略委員会に対し補助を行い、首都圏商談会等に参加し販路開拓
の具体的方法について研修を実施した。

白河市農産物販
売促進事業

742

本市農産物及び加工品の販路拡大及び事業者のノウハウ育成のた
め、首都圏等の物産イベントにおいてPR活動を実施した。

　白河市の主要産業である農業の高付加価値化を図り、将来にわたり持続可能な産業として育成するため、農商
工連携促進事業、白河市農産物ブランド戦略事業、白河市農産物販売促進事業及び風評被害払拭事業を実施
した。

事業名

所管課 農林整備課
財源内訳 国県 135,349 市債 その他 一般

事 業 名 ふくしま森林再生事業
決算額 135,349 千円

３．農林業の振興 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（３　産業・雇用分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　開催日　　　　 平成26年9月27日（土）・9月28日（日）

　開催場所　　　ＪＲ白河駅前イベント広場、白河駅白坂線（小峰通り）

　参加キャラクター数及び内容

　・151キャラ（県内：50キャラ、県外：101キャラ参加）

　　※全国でベスト3に入る規模であり、東北地方で100キャラ以上のイベントは当イベントのみ。

　・ご当地キャラクター・ご当地ヒーローによるステージタイム

　・ご当地キャラによる大パレード等

　来場者数　13.2万人（2日間合計）　（9／27　5.7万人　　9／28　7.5万人）

【ご当地キャラ大パレード】 【ご当地キャラＰＲタイム】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○プレふくしまＤＣ期間　　　平成26年4月～6月

・おもてなしの啓発として「ツーリズムガイド・語り部さんの育成事業」

・圏外住民を対象としたモニターツアーとして、２次交通体系の整備

・南湖公園に観光案内所兼観光物産館を開設

・ふくしま９ｕａｌｉｔｙのパンフレットを作成

・ゴルフ場と直売所の連携によるブラッシュアップ事業

・ＤＣ関連会議及びイベント等の参加による観光ＰＲ全般

・買い物助成券の発行

一般 11,496

　地元関係者や自治体とＪＲグループ6社等が協力し、全国で集中的に福島県の宣伝販売する「ふくしまデス
ティネーションキャンペーン」が平成27年4月から6月まで開催されるにあたり、今年度については観光関連団
体や中心市街地の商店街、市民が連携して「おもてなし」の受入体制を整備するほか、県南地方全体の観光
素材のブラッシュアップを図り、魅力の向上を図った。

財源内訳 国県 4,059 市債 その他

事 業 名 ふくしまデスティネーションキャンペーン推進事業
決算額 15,555 千円
所管課 観光課

18,000 一般 625

　「ふくしまから はじめよう。」キビタンやしらかわんをはじめ、全国のご当地キャラクターと本県の子どもたちが
触れ合う「ご当地キャラこども夢フェスタinしらかわ」を実施した。県南地方の活性化と持続的な発展、観光客の
誘致促進を図るとともに、ふくしまの子どもたちに笑顔を届け、「ふくしまから はじめよう。」のスローガンの下、
本県の元気を全国に発信することを目的に開催した。

財源内訳 国県 2,500 市債 その他

事 業 名 こども夢フェスタ支援事業
決算額 21,125 千円
所管課 観光課

４．観光の振興 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（３　産業・雇用分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（補助金内訳） （単位：千円）

高年齢者就業機会確保事業費補助金

企画提案方式事業補助金（親子ニコニコ笑顔復活作戦事業 ）

企画提案方式事業補助金（自然環境の保全事業）

（シルバー人材センターの業務実績）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○住宅用太陽光発電システム導入促進事業

・交付の条件：

・補助金の額： 　システムの最大出力１ｋｗあたり2万円で、4ｋｗ分まで8万円が上限

・交付実績額： 　13,354千円

○白河市電気自動車急速充電器設置補助金交付事業
・交付の条件：

・補助金の額： 　補助対象費の2分の1以内の額とし、急速充電器1基につき100万円を限度

・交付実績額： 　1,808千円

一般 15,594

公共事業 1,019 99,133

42,816民間事業等 3,254 128,558

合　計 4,273 227,691

7,426

1,395

　再生可能エネルギーの有効活用を促進し、地球温暖化防止に寄与するため、住宅用太陽光発電システムの設
置者に対して補助金を交付した。また、電気自動車の普及促進を図るため、電気自動車急速充電器の設置者に
対して補助金を交付した。

　市内に住所を有し、太陽光発電システムを設置または発電システム付きの新築住宅を購入し、平
成26年4月1日から平成27年3月31日までに電力事業者と太陽光発電余剰電力の受給契約を締結
した方

　市内に事務所若しくは事業所を有する法人または個人事業者で、市内に保有する土地又は借り
受ける土地に定格出力10ｋＷ以上の電気自動車用急速充電器を設置した方

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 再生可能エネルギー推進導入補助事業
決算額 15,594 千円
所管課 商工課

1,395

合　計 10,216

項　目 受注件数（件） 契約金額（千円） 就労延人員(人）

一般 10,216

　自らの生きがいの充実及び社会参加を希望する高齢者の就業機会の増大と福祉の増進を図り、地域社会づくり
に寄与するため公益社団法人白河・西郷広域シルバー人材センターに対して補助等の支援を行った。

補助金名 補助金額

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 白河西郷広域シルバー人材センター事業
決算額 10,216 千円
所管課 商工課

５．雇用環境・就労環境の充実 

６．再生可能エネルギーの推進 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（４　教育・生涯学習分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

４　教育・生涯学習分野

使用料及び賃借料 637

【小峰城で石垣の崩落の様子を聞く児童】

小学2年生から中学2年生までの7年間を通して、小学生は、地域に伝わる昔話を聞き、地域の歴史を学び、茶道
を体験した。

中学生は、白河から出土した土器を実際に触れ、松平定信の業績について専門家より説明を聞いた。特に小学6
年生は、小峰城の石垣崩落現場や運び出された石垣、南湖公園や白河の関などの史跡を見学し、専門の方より説
明を聞き白河の歴史について知識や見聞を広めた。その学習で得たことを「歴史新聞」などにまとめ、市立図書館
に全児童の作品を掲示し、広く市民にも知らせた。

事業内容 事業費

財源内訳 国県 市債 その他

4,252

一般 637

事 業 名 白河の歴史再発見！事業
決算額 637 千円
所管課 学校教育課

合　計 5,825

【電子化した貸し出しシステム】

旅費 9

需用費 368

備品購入費 551

学校教育課
財源内訳 国県 市債 その他 一般 5,825

事 業 名 学校図書館利活用推進事業
決算額 5,825 千円
所管課

市立図書館を拠点とした学校司書を白河第三小学校と関辺小学校に配置し、学校図書館の整備をするとともに
本の貸し出しを電子化した。学校司書が学校図書館にいて児童を迎えることで、児童が本と出会い、読書の楽しさ
を実感できる環境づくりが推進し、児童が読書の楽しさを実感できる機会を増やすことができた。学校司書を配置し
た学校では、本を１冊も読まない児童はいなくなり、本の貸し出し冊数が増加した。

事業内容 事業費

共済費 社会保険料 645

賃金

１．生きる力と思いやりを育む教育の充実 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（４　教育・生涯学習分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

880 一般 2,128

　質の高い本物の舞台芸術を鑑賞することにより、子どもたちの豊かな感性と健やかな想像力を育み、情緒豊
かな児童の育成を図ることを目的とする。
　また、開催に当たっては、公益財団法人福島県文化振興財団が主催するキッズシアター事業に参加すること
により、事務及び経費負担の削減を図った。

　○主　　　催　　　白河市教育委員会、福島県、（公財）福島県文化振興財団ほか
　○開催日時　　　平成26年6月19日（木）・20日（金）
　　　　　　　　　　　　　　（午前の部）9：30～　（午後の部）13：30～　　＝３回公演＝
　○場　　　所　　　白河市民会館
　○演　　　目　　　「花木村月夜奇妙（はなのきむらつきよのきてれつ）」
　　　　　　　　　　　　　　上演時間　：　1時間40分（ワークショップ15分・休憩10分含む）
　○出　　　演　　　前進座
　○参加対象　　　市内小学3年生～6年生
　○参加者数　　　2,313人（児童：2,189人　引率者：124人）

財源内訳 国県 市債 その他

 当市民会議と、その下部組織である各地域の青少年育成市民会議及び小学校区ごとに設置されている地区
推進協議会が連携し、青少年の健全育成に努めた。

　○白河市青少年健全育成推進大会
　　　開  催  日　　平成26年7月7日（月）
　　　場　　　所 　　白河市民会館
　　　内　　　容　 　・青少年健全育成功労者等表彰
　　　　　　　　　　 　・市内各中学校の代表者8人による「少年の主張」発表及び表彰等
　　　参 加 者　　  中学校各校の生徒、小・中学校PTA、一般市民等　　約800人

　○各地域・各地区活動
　　　球技大会等の開催、防犯ブザー配布、標語コンクールの開催、親子お楽しみ会の開催等

事 業 名 キッズシアター（演劇教室）開催事業
決算額 3,008 千円
所管課 生涯学習スポーツ課

事 業 名 白河市青少年育成市民会議運営事業
決算額 1,005 千円

1,005

所管課 生涯学習スポーツ課
財源内訳 国県 市債 その他 一般

２．青少年の健全な育成 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（４　教育・生涯学習分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

※表郷公民館改築のため、表郷庁舎、多目的研修センター等で開催。

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○来館者数　283,176人　　貸出利用冊数（視聴覚資料を含む）　468,224冊

　市民の多様な知的欲求に応える情報の拠点として、図書館資料を開架能力である15万冊（蔵書能力25
万冊）を目標に、計画的に図書資料の充実を図るとともに、視聴覚資料の開架目標である１万点を計画的
に取得する。
　また、図書館は開館以来、毎年多くの市民に利用されており、26年12月には開館からの入館者が100万
人を超えた。

（実績）

○受入れ図書・視聴覚資料冊数（寄贈図書を含む）　24,313冊、　蔵書数　204,380冊（うち、視聴覚資料
5,811点）

財源内訳 国県 市債 その他

　各公民館では、市民がいつでも気軽に利用できる公民館を目指し、地域住民の学習意欲や社会的変化に対応する
各種講座や教室の開設など、学習機会の提供に努めた。

事　　　　　業　　　　　名 延べ参加人数（人） 事業費

中央公民館主催教室(28教室) 4,639 2,770

39,900 一般 56

事 業 名 図書・視聴覚資料等整備事業
決算額 39,956 千円
所管課 図書館

東公民館主催教室(8教室) 1,225 444

表郷公民館主催教室(8教室) 888 447

大信公民館主催教室(14教室) 1,501 907

事 業 名 中央公民館活動事業
決算額 4,568 千円
所管課 中央公民館

財源内訳 国県 市債 その他 一般 4,568

公民館活動事業 

３．生涯学習社会の実現 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（４　教育・生涯学習分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位:千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　カタールフレンド基金の支援により、市民と震災避難者の心とからだの健康増進を図るため、白河市総合運動公園

内に、屋内遊具、エクササイズルーム、フットサルコートを兼ね備えたスポーツプラザを建設した。

屋内遊具等 19,872

合　　計 218,135

工事請負費

建設工事 137,090

電気設備工事 33,030

市債

設計業務委託

337 337

太陽光発電システム
1,782 1,782

備品購入費
トレーニングマシーン等 2,285

9,000 60
（繰越明許）

市道道場門改良工事
18,813 18,813

（繰越明許）

事 業 名 市民文化会館建設事業
決算額 36,592 千円
所管課 まちづくり推進課

財源内訳 国県 8,382 市債 9,000 その他 一般

決算額 218,135 千円

【スポーツプラザ外観】 【キッズルーム】

19,210

　現市民会館が老朽化と東日本大震災の被災により文化施設としての継続が困難になった状況を踏まえ、新たな
文化交流拠点として白河文化交流館を整備することとし、本体工事を進めた。

内容 事業費
財源内訳

国費

【白河文化交流館建設現場】

合計 36,592 6,600 1,782 9,000 19,210

事務費

一般財源

駐車場設計委託
15,660 6,600

県費

冷暖房衛生設備工事 16,408

1,862

（単位：千円）

区　分 内　容 事業費

委託料 工事監理業務委託 9,450

所管課 生涯学習スポーツ課
財源内訳 国県 市債 その他 216,273 一般

事 業 名 健康スポーツセンター建設事業

４．文化・スポーツの振興 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（４　教育・生涯学習分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

小峰城 ・用地補償費一式

史跡整備事業

（繰越）

・整備基本計画策定委員会（3回）

・史跡整備測量設計

小峰城 ・周辺施設整備設計

史跡整備事業 ・樹木伐採作業

・史跡整備（照明ほか）工事

・用地補償費一式

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○

助成実績→13団体　380千円

○ 保存会等が民俗芸能等に用いる道具を保管する収納庫の建設について、補助を行った。

補助実績→大工町町内会山車収納庫建設事業　2,754千円

37,458

その他

事 業 名 無形民俗芸能等支援事業
決算額 3,134 千円
所管課 文化財課

一般 3,134

戦前から行われている市内の民俗芸能・伝統行事について、文化財の指定の有無に関わらず保存伝承の
ための助成を行った。

【関辺のさんじもさ踊り】 【大工町　山車収納庫】

財源内訳 国県 市債

25,496

事業名

決算額 175,301 千円
所管課 文化財課

合　　　　　　計 175,301 117,377 20,466

【小峰城跡全景】

財源内訳 国県 117,377 市債 その他

内　　　　　　容 事業費
財源内訳

国 県 その他 一般

59,807 47,845 11,962

115,494 69,532 20,466

20,466 一般 37,458

　国史跡としての本質的価値を損なうことなく、市民が親しみを持ち
集う場として、また本市のシンボルとしての存在感を高めるため、整
備基本計画策定委員会を3回開催し、整備の基本方針となる「整備
基本計画書」の策定を行った。また、国史跡としての保存活用を図る
ため、史跡内民有地の公有化を図った。
 史跡整備として、平成27年度本丸までの一部一般開放に向け、来
訪者の安全確保及び魅力をより効果的に伝えるため、整備に着手
した。

事 業 名 小峰城史跡整備事業

５．歴史や伝統文化の保存・継承 

　



【参考資料】平成２６年度主要事業
（５　都市基盤分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

【施工後】

【用地測量　立会状況】

8,800 その他

【施工前】

一般 8,801

　旧奥州街道や歴史的街路沿線に面する歴史的な建造物について、歴史まちづくり法に基づく「歴史的風致形成建造物」に
指定し、所有者が行う建造物の修復整備に対して支援を行い、歴史的風致形成建造物の保全活用を図った。
・補助率　1／2　　・ 限度額　3,000千円

・修復整備件数　　5棟

・補助額　　8,016千円

財源内訳 国県 1,321 市債 その他

（外壁・庇・修理）


５　都市基盤分野

事 業 名 丹羽長重廟周辺整備事業
決算額 48,137 千円
所管課 まちづくり推進課

事 業 名 歴史的風致形成建造物保存修景事業
決算額 10,122 千円
所管課 まちづくり推進課

一般 18,554

　丹羽長重廟及び白河藩大名家墓所（小南湖）を歴史まちづくり法に基づく「歴史的風致形成建造物」に指定し、廟の修復整
備とともに、その周辺の回遊性を高めるため、園路の整備、景観上支障となる森林伐採整備等を実施し、史跡公園としてまち
なか回遊の拠点づくりを行うものである。
　平成26年度は、老朽化した丹羽長重廟の修復工事が竣工した。また、小南湖整備の設計を行ったほか、用地測量を行い、
用地の一部を取得した。

【丹羽長重廟　修復完了】

財源内訳 国県 20,783 市債

１．魅力ある街並みの形成 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（５　都市基盤分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

【梁森中寺線】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

その他 264,995 一般 1,133

　東日本大震災により住宅を滅失し、未だ住宅を確保することが困難な被災者に対し、住宅支援を行うため、災害
公営住宅（2棟16戸・RC2階建）の建設を行った。

【施工前】 【施工後】

決算額 360,528 千円
所管課 建築住宅課

財源内訳 国県 市債 94,400

一般 22,971

　安全で円滑な交通を確保と地域間・地域内の利便性
を図るため、幹線及び生活道路の新設・改良・拡幅等を
行った。

事 業 名 災害公営住宅建設事業（基幹事業：建設分）

　 【葉ノ木平災害公営住宅建設】

財源内訳 国県 261,893 市債 193,200 その他

55,495

事 業 名 道路新設改良事業（交付金）
決算額 478,064 千円
所管課 道路河川課

旭高校東線ほか
側溝改修、舗装補修､測量設計委託
等

71,515 16,020

　過去に整備された道路施設においては、舗装、側溝、歩道などが経年劣化により損傷が生じている箇所があり、事故を未然
に防ぎ、通行者の安全性や利便性を確保するため、側溝の蓋掛改修や舗装補修による段差解消などを行い､安全・安心な道
路整備を図った。

路　線　名 　　内　　　　　　容 事業費
財　源　内　訳

国 市債 その他 一般

財源内訳 国県 16,020 市債 その他 一般 55,495

事 業 名 安全・安心身近な整備事業
決算額 71,515 千円
所管課 道路河川課

２．快適な道路網の整備 

３．良好な居住環境の整備 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（５　都市基盤分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

○ 地方バス路線維持対策事業費補助金

（単位：千円）

①

②

【福島交通バス】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

その他 2,410 一般 0

　市公認キャラクターをデザインした
ラッピングバスを運行し、循環バス等
の利用促進と本市の観光PRを図っ
た。

【白河市循環バス】 【表郷地域巡回バス】

財源内訳 国県 市債

【大信地域自主運行バス】 【東地域巡回バス】

生活交通路線（2路線） 3,349

市町村生活交通路線（14路線） 32,789

事 業 名 市内ラッピングバス事業

一般 32,183

　買物、病院、通勤、通学など、市民の足として欠かせないバス路線の運行経費
の補助を行い、路線の維持に努めた。

分　　類 補助金額

財源内訳 国県 3,955 市債 その他

決算額 2,410 千円
所管課 地域支援課

事 業 名 地方バス路線維持対策事業
決算額 36,138 千円
所管課 地域支援課

一般 250

　木造住宅の耐震化政策を促進して居住の安全と安心を確保することを目的に、耐震診断により耐震基準を満たさないと判
断された木造住宅の所有者等へ、耐震改修工事費の一部について助成を行った。

財源内訳 国県 750 市債 その他

事 業 名 木造住宅耐震改修助成事業
決算額 1,000 千円
所管課 建築住宅課

４．公共交通の充実 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（５　都市基盤分野）

千円 千円 千円

千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

(単位：千円)

千円 千円 千円

千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]
　公共用水域の水質を保全し潤いのある生活環境を確保するため、公共下水道の整備促進を図った。

全体計画面積は2,215ha、その内1,107haについて事業認可を受け整備を進めている。平成26年度までの普及状況は、処
理面積882.9ha、処理人口27,923人、普及率44.3％となっている。

249,543 歳　入 2,113,648 千円
繰入金 784,544 市債 329,100 その他 320,370

会 計 名 公共下水道事業特別会計 所管課 下水道課

財源内訳
使用料・手数料 393,112 分担金・負担金 36,979 国県

歳　出 2,104,732 千円

165

78

小　　計 30,078 7,500 22,500 78

大信地区生活基盤
近代化事業

配水管布設替工事　L=590ｍ 30,078 7,500 22,500

合　　計 90,165 22,500 67,500

五箇地区生活基盤
近代化事業

配水管布設替工事　L=998ｍ 60,087 15,000 45,000 87

小　　計 60,087 15,000 45,000 87

　水の安定供給の向上及び地震による被害の減災を図るため、　五箇、大信地域の石綿管等の布設替工事を行った。

事　業　名 内　容 事業費
財源内訳

国・県 市債

財源内訳

その他 一般

7,316 歳　入 338,609 千円

市債 76,000 繰入金 79,567 その他 25,061

使用料・手数料 128,165 国県 22,500 分担金・負担金

歳　出 312,138 千円

会 計 名 簡易水道事業特別会計 所管課 水道部

５．安全で安定した水の供給 

６．衛生的で快適な下水道の整備 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（６　環境分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

廃棄物の再生利用促進及び廃棄物の減量化並びに廃棄物処理施設の延命化を図るため、廃棄物の資源回収を

　行う団体に対して奨励金を交付した。

交付要件:市内に住所を有する町内会、保健委員会、子ども会、青年会、婦人会、老人会、PTA、ボランティア団

              体等で、年度毎に団体登録の届出をしている団体

○資源回収奨励金交付状況

○資源回収奨励金補助対象内訳 （単位：Kg）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

不法投棄監視パトロールにより、不法投棄された家電製品、タイヤなどの回収作業を行った。

（回収量）

テレビ　　　　　　

洗濯機　　　　　 

冷蔵庫　　　　　　

エアコン　　　　　 

可燃物　　　　

不燃物　　　　

タイヤ　　　　　

【不法投棄現場】

事 業 名 不法投棄対策事業（白河地域）
決算額 1,513 千円
所管課 生活環境課

一般 1,513

33台

10台

9台

財源内訳 国県 市債 その他

1台

243Kｇ

965Kｇ

233本

事 業 名 資源回収奨励金助成事業
決算額 2,791 千円
所管課 生活環境課

財源内訳 国県 市債 その他 一般

古　　紙 金  属  類 びん類 合　　　計

808,350 98,083 23,891 930,324

2,791

登録団体数 申請件数(件) 交付金額(千円）

121 364 2,791

６　環境分野

不法投棄対策事業 

１．資源循環型社会の形成 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（６　環境分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　自動車騒音の常時監視は、自動車が道路を走行する際に発生する騒音による地域への影響を踏まえ、

観測地点の平均的な騒音状況を把握し、監視することを目的としている。

　今年度は、東北自動車道、国道4号、及び国道289号で10地点の調査を行った。

（単位：千円）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・重点枠事業

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

【ビャッコイ自生地】

その他 一般

　ビャッコイ保全のため、土砂流入防止の木製柵を
設置した。
　また、ビャッコイ自生地内の2箇所で、年1回の水
質検査を実施した。

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 ビャッコイ自生地保全事業

所管課
事 業 名 森林環境交付金事業

農林整備課
財源内訳 国県 10,721

決算額

一般 409

決算額 409 千円
所管課 生活環境課

10,993 千円

市債

　地域の集会所などの建築において、県産木材の
活用を促進するため、県産木材の購入費用の一部
を補助した。

【県産木材購入事業】

集会所建築3棟
　　補助額6,969千円

その他 一般

事 業 名 自動車騒音常時監視業務
決算額 1,480 千円

272

　県の森林環境基金を元に、市町村が行う森林づくり等の推進の一環として、地域における県産木材利用促進や
森林環境学習に対し支援を行った。

・基本枠事業　 【森林環境学習事業】

　市内小中学校で実施する森林環境学習や各地域
のイベント等での木工教室開催、関の森公園森林整
備などに対し補助金を交付した。

森林環境学習10校実施

木工教室4回開催

補助額1,333千円

　　　　　　　　【業務の様子】

1,480

事業名 事業概要 事業費

自動車騒音常時監視面
的評価業務委託

自動車騒音常時監視
10地点

1,480

所管課 生活環境課
財源内訳 国県 市債

２．地域環境の保全 

３．緑豊かで身近な自然環境の保全と創出 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（７　コミュニティ・行財政分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

　1町内会1施設を目標に、集会所未設置町内会への整備と、老朽化した施設の改築工事を実施した。

　本年度は、6町内会の集会所施設改築工事を実施したが、1集会所について繰越となった。

【西樋集会所】

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

事 業 名 集会所整備事業
決算額 247,697 千円
所管課 地域支援課

一般 33,066

1,447 一般 37,211

改築施設名 白河地域 表郷地域 大信地域 東地域

財源内訳 国県 90,139 市債 118,900 その他

萱根

H25年度　繰越改築工事

南湖 外面 坂口

新蔵

鍛冶町

石阿弥陀

東部NT

33,066 千円
所管課 農林整備課

H26年度　改築工事
緑ヶ丘 深渡戸 西樋 千田

上ノ原

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 農業用施設整備“結”支援事業
決算額

　町内会が自ら行うU字溝布設や農業用施設の修繕等において、原材料や機械賃借料を支給し、地域での農村
環境保全活動を支援した。

○実施町内会　47町内会　　機械賃借料　692千円、原材料支給額　32,374千円

【Ｕ字溝布設状況】 【Ｕ字溝布設竣工】

７　コミュニティ・行財政分野

１．市民との協働による地域づくり 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（７　コミュニティ・行財政分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

事 業 名 男女共同参画推進事業
決算額 334 千円
所管課 地域支援課

財源内訳 国県 市債 その他 一般 334

　男女共同参画計画の更なる推進を図るため、白河市男女共同参画推進懇話会を開催し、庁内男女共同参画調
査の報告や事業計画等について協議を行った。
　また、男女共同参画について、市民の理解を深めるため、男女共同参画講演会を開催した。
　
　　○白河市男女共同参画講演会
　　　　開催日　：　平成26年11月30日（日）
　　　　場 　所　：　サンフレッシュ白河
　　　　講　 師　：　NPO法人ルワンダの教育を考える会
　　　　　　　　　　　　理事長　カンベンガ・マリールイズ氏
　　　　演　 題　：　「私らしく、生きる。」～ルワンダ内戦から、私が得たもの～
　　　　受講者　：　38人

　　○活動実績
　　　　・会議費（懇話会委員報酬等）　　　　　62千円
　　　　・各種会議への参加費　　　　　　　 　　49千円
　　　　・講演会経費（講師謝礼等）      　  　223千円

事 業 名 女性のキャリア形成支援事業
決算額 102 千円
所管課 地域支援課

一般 102

　女性の就職・再就職の支援やリーダー的女性の育成を図ることを目的に、産業サポート白河との共催により、「女
性のためのプチ起業セミナー」を開催したほか、白河市男女共同参画推進懇話会主催による講演会を開催した。
　
　○女性のためのプチ起業セミナー
　　　（入門編）
　　　　　開催日　：　平成26年10月4日（土）
　　　　　場　 所　：　白河市立図書館　小会議室1･2
　　　　　講 　師　：　（有）INRコンサルティング　代表取締役　古屋由美子氏
　　　　　受講者　：　13人
　　　（実践編）
　　　　　開催日　：　平成26年10月25日（土）
　　　　　場　 所　：　白河市産業プラザ産業支援センター（白河市立図書館内）
　　　　　講　 師　：　（有）INRコンサルティング　代表取締役　古屋由美子氏
　　　　　受講者　：　8人
　
　○「女性のキャリア形成支援事業」講演会
　　　　　開催日　：　平成27年3月15日（日）
　　　　　講　 師　 :　ココカラメンテ「ピッパラ」　代表　ヨーガインストラクター　石川正子氏
　　　　　内　 容　：　「ココロも体もリフレッシュ」～輝く女性のためのヨーガレッスン～
　　　　　受講者　：　31人

財源内訳 国県 市債 その他

２．人権尊重・男女共同参画社会の推進 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（７　コミュニティ・行財政分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

・広報白河 5月 1日号～ 4月 1日号 　23,400部（12回）

・広報白河お知らせ版 4月15日号～3月15日号 　23,000部（12回）

事 業 名 国際交流協会事業
決算額 3,614 千円
所管課 企画政策課

財源内訳 国県 市債 その他 2,670 一般 944

事 業 名 広報白河発行事業
決算額 21,234 千円

○　白河市国際交流協会補助金　　2,670千円
　国際交流を通して豊かで文化的な生活の実現と地域の活性化に寄与するため、白河市国際交流協会へ
補助金を交付した。
　協会では、姉妹都市であるフランス・コンピエーニュ市への「中学生国際交流事業」を実施した。
　また、コンピエーニュ市を市民に広く知ってもらうため、「Decoraしらかわ」にミニカフェを出店するなどの
「コンピエーニュＤＡＹ」を開催した。

〔白河市国際交流協会の主な事業〕
　・第26回中学生国際交流事業の実施
　・コンピエーニュ週間事業
　・フランス語講座

○国際交流基金積立金　944千円

所管課 秘書広報課
21,234

　「広報白河（1日号）」と「広報白河お知らせ版（15日号）」による市政情報の発信の充実を図った。
　昨年に引き続き、市内に立地する様々な企業を紹介する「企業のちから」や、小峰城石垣修復の進捗状況を紹介
する「小峰城石垣再生への歩み」などを毎月掲載した。
　また、新しい企画として、イベントやキャンペーンにあわせた「みんな集まれ‼ご当地キャラ情報局」「歴史と伝統を
活かしたまちづくり『れきしら広報白河編』！」「しらかわの贈り物」をシリーズとして掲載する等、市民ニーズを考え、
見やすく、分かりやすい広報紙作りを心掛けた。

【広報白河１１月１日号】 【広報白河お知らせ版】 【しらかわの贈り物】

財源内訳 国県 市債 その他 一般

国際交流関係費 

３．多様な交流と連携の推進 

４．開かれた市政の推進 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（７　コミュニティ・行財政分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

①浅井　光昭（住友ゴム工業株式会社相談役、元同社取締役会長）

②田口　信太郎（ＮＨＫサービスセンター理事、元ＮＨＫ福島放送局長）

③戸井田　和彦（株式会社ファルテック取締役社長、元日産自動車株式会社常務執行役員）

④野﨑　洋光（「分とく山」総料理長）

⑤人見　信男（株式会社サン綜合管理代表取締役社長、元警察庁交通局長・元警視庁副総監）

⑥川瀬　七緒（第57回江戸川乱歩賞受賞作家）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

千円
所管課 秘書広報課

事 業 名 ふるさと大使事業
決算額 433

事 業 名 職員研修事業
決算額 7,988 千円
所管課 総務課

一般 433

　市にゆかりのある、様々な分野で活躍されている方を
通して、市の魅力を広くＰＲするとともに、市政に関して
先駆的なアドバイスを得て、本市の振興を図るため、「し
らかわ大使」を設置した。
　今年度は、将来的な人口減少が危惧される中、持続
的なまちづくりを推進するために最も重要な課題である
「未来を担う人づくり」をテーマに懇談会を開催し、貴重
な意見をいただいた。その詳細については、広報白河
平成2７年5月１日号に掲載した。

【しらかわ大使懇談会】

財源内訳 国県 市債 その他

一般 7,988

　 職員研修の柱の一つである「職場外研修（Off JT）」について各種事業を展開した。自主研修の講座数を増加し
たことにより、前年度と比べ受講者数が大幅に増加した。（前年度実績　講座数「65講座」、受講者数「251人」）

①一般研修　・・・年代・職層ごとに基本的、共通的な知識・技能の習得やそれぞれの役割に適合した研修を
                        重点的に実施するもの。（主に公益財団法人ふくしま自治研修センターを活用）
②能力開発研修　・・・基礎的能力から高度な専門能力まで、分権時代にふさわしい自律型職員に必要な様々な
                              能力の開発と向上を図るもの。（公益財団法人ふくしま自治研修センターを活用）
③専門研修　・・・特定の行政分野における高度な事務処理能力の養成と行政課題の解決手法等の習得を
                        図るもの。（様々な研修機関を活用）
④派遣研修　・・・先進的な行政手法を実地で習得しながら、幅広い視野の養成、人的ネットワークの構築を
                        図るため、国、県、先進都市等へ職員を派遣するもの。
⑤自主研修　・・・職員の自主的・主体的な取組みを促すため、行政課題研修等の研修を企画し、実施するもの。

財源内訳 国県 市債 その他

５．効果的・効率的な行政運営の推進 



【参考資料】平成２６年度主要事業
（７　コミュニティ・行財政分野）

千円 千円 千円 千円

[主な事業内容と成果]

  納税環境の整備と収納率の向上をはかるため、市税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料

のコンビニエンスストアでの収納を実施した。

　収納額に対するコンビニエンスストアでの収納割合等

財源内訳 国県 市債 その他

事 業 名 コンビニ収納事業
決算額 2,280 千円
所管課 収税課

262,568 9%

軽自動車税 9,874 40% 56,025 43%

一般 2,280

税　　目　　等 件数 利用割合 収納額（千円） 収納割合

後期高齢者医療保険料（普通徴収） 1,659 16% 14,184 10%

介護保険料（普通徴収） 3,224 30% 2,984 4%

固定資産税 16,204 14% 345,318 9%

国民健康保険税 14,705 26% 289,786 20%

市民税（普通徴収） 10,543 25%

６．健全な財政運営の推進 


